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研究成果の概要（和文）：　本研究の結果、東中欧のチェコとスロヴァキア、南東欧のブルガリアにおいて、有権者の
社会的属性や、左右軸上の位置ではその政党への支持を説明することが困難な新党が次々と生まれていることが確認さ
れた。90年代に形成された政党の影響力が低下し、これらの新党が連合政権に参加することによって、政策形成主体そ
のものが流動化している。ルーマニアでは、新党の登場はなく、半大統領制の大統領の強い影響力の下、既存政党のイ
デオロギー位置の変化と合従連衡が際立つ。政策形成過程は大統領と与野党政党指導者のバランスに左右されている。
両者とも既存民主制のハイブリッドというより、恒常的に流動的な新しい型を示している。

研究成果の概要（英文）： In the Czech Republic, Slovakia and Bulgaria, numerous new parties has gained par
liamentary seats in the recent elections. It is difficult to explain voter's support for these new parties
 by voter's social attribute. The "relatively established" parties from the 1990s has been losing support 
and are forced to accept these new parties as partners in  governmental coalitions. It makes policy making
 more fluid. In Romania with its semi-presidential regime, established parties has changed their ideologic
al stance or merged under the strong influence of the president. These polities cannot be classified as th
e hybrid or the transitory case of established democracies. Rather, they should been seen as a new type of
 democracy which is in flux constantly.
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１． 研究開始当初の背景 
 既存民主主義体制を多数決型とコンセン
サス型とに分類し、その指標として選挙制度
や執行府と立法府の関係、内閣の類型、連邦
制と単一国家等に注目したレイプハルトの
研究（A. Lijphart, Patterns of Democracy: 
Government Forms and Performance in 
Thirty-Six Countries, 1999）は、既に比較政
治学における古典的業績となっている。しか
し、90年代に行われたレイプハルトの研究で
は多くの新興民主主義諸国が分析対象とな
らなかった。これらの新しい民主制に対して
は民主制が定着しているかいなかという分
析視角が先行し、どのような民主制かという
型を問う分析は乏しいといわざるを得ない。 
 一方、制度設計の段階では、旧東欧諸国の
民主制は、立憲工学の興味深い実験場であっ
た。比例代表制がとられ、コンセンサス型へ
の指向が埋め込まれると同時に、大統領には
直接選出、間接選出に関わらず、半大統領制
に近い相対的に強い権限が与えられ、多数決
型への傾斜もインプットされたのである。こ
の よ う な ハ イ ブ リ ッ ド 型 （ P.Mair, 
Democracies, in D.Caramani(ed.), 
Comparative Politics, Oxford, 2008, p.127）
の制度設計は、旧東欧のみならず、広く新興
民主主義諸国にみられるものであり、新民主
制の安定と効率を目指したものであったが、
今日実際にどのように機能しているのか、実
態を実証的に分析すべき段階であった。 
 
２．研究の目的 
  本研究は、旧東欧の新興民主主義諸国に定
着した民主制の型を、執行権と議会、議会に
おける与党と野党の関係という観点から明
らかにしようとするものである。特に、①連
合政権と政策形成課程における政党間関係
に焦点をあて、②計量的分析と個別事例の過
程分析という複数の研究手法を組み合わせ、
③東中欧のチェコとスロヴァキア、南東欧の
ルーマニアとブルガリアの 4カ国の比較を行
うことで、これらの民主制の特色を明確にす
るのが、他に見られない本研究の特徴である。 
  本研究では、執行権と議会、議会における
与党と野党の関係という観点に焦点を絞っ
て民主主義の特徴の分析を行った。 
 
３．研究の方法 
 研究の対象はチェコ、スロヴァキア、ルー
マニア、ブルガリアの四カ国とドイツの旧東
ドイツ地域であり、対象時期は、1990 年代か
ら 2010 年までとした。そのうえで、政党間
関係に関する全般的傾向を探る計量分析と
事例についての質的分析を行った。 
(1）計量分析：政権連合に参加する政党の政
策的背景を、支持者の社会的属性と左右軸上
の自己位置規定のデータを用いて分析する。
その準備として各国の有権者と政党支持に
ついてのデータの収集、データ分析について
の理論的方針の検討を行う。 

(2) 事例についての質的分析：本研究チーム
は歴史研究のバックグラウンドをもつこと
から、その経験を生かし、文書資料と議員、
政党へのインタヴューという手法を用いて、
連合政権の形成、政策形成過程における政党
間競合の様態を洗い出し、議会選挙における
政党間競合の様態と比較しながら、その特色
を明らかにした。この際、特に、直接選出の
大統領をもつルーマニアに関しては、大統領
選出過程における争点や政党間対立構造に
も留意し、分析を行った。 
 
４．研究成果 
 
(1) 政党間関係の計量的分析のための分析
方法の確立 
 
①政党間関係についての計量的手法を用い
た分析を行う方法について考察し、従来の政
党のマニフェストの分析や専門家による位
置推定ではなく、政党を支持している有権者
の左右位置認識にもとづく分析方法を開発
し、雑誌論文⑧「有権者の中の政党システ
ム：ヨーロッパ四ヶ国の分析」にまとめた。 
②さらに、この手法に加え、判別分析によっ
て、有権者の政党支持を判別する変数を明ら
かにしたうえで、社会的属性などそれらの変
数ごとの政党位置を分析する手法を精緻化
した。 
 
(2) 東・中欧諸国の政党間関係の計量的分析 
 (1)の結果に基づき、東・中欧諸国の選挙、
政党、議会関係のデータの収集を行い、地域
研究者と計量担当者が協力しながら、1990 年
代から 2000 年代までの政党間関係の分析を
行った。その結果は、学会発表③、④、⑤の
アペンディックスとして公表した。この分析
結果はデータは、東・中欧諸国の政党間関係
とその推移を研究するための基礎となるも
のである。 
 
(3) 東・中欧諸国の政党間関係のケースに関
する計量的分析 
 (1)と(2)に基づき、東・中欧 5カ国をケー
スに、分析を行った。分析では、新党の登場
に焦点をあて、2013 年 6月の比較政治学会で
は、自由企画として「政党というビジネス―
中・東欧における政党の可塑性と固定性」と
いうパネルを立て、本共同研究の研究代表者
と研究分担者が共同執筆した論文を報告し
た。成廣と中田は学会発表⑤「東中欧におけ
る新党：政党システム、連合政権への影響を
中心に」、藤嶋と成廣は学会発表④「政党間
競合と有権者の選好分布：ルーマニアとブル
ガリアの事例」を報告し、東・中欧の政党間
関係と議会のあり方、政権との関係を位置づ
けた。さらに、詳細な分析の上で、学会発表
③"New Parties' Effects on the Instability 
of Coalition Governments in East-Central 
Europe"として、フランス、ボルドーで行わ



れたヨーロッパ政治研究コンソーシアム
(ECPR)の研究大会で報告を行った。この中で、
新党の登場によって、90 年代に形成された政
党の影響力が低下し、これらの新党が連合政
権に参加することによって、政策形成主体そ
のものが流動化していることが明らかにな
った。ルーマニアでは、新党の登場はなく、
半大統領制の大統領の強い影響力の下、既存
政党のイデオロギー位置の変化と合従連衡
が際立つ。 
 
(4) 政党間関係の変容についての質的分析
のための理論枠組みの構築 
①政党間関係と大衆社会組織の変容につい
ての理論的考察のための理論枠組みとして、
大衆社会組織に基礎を置く政党が存在する
場合には、サブカルチャの自立性が高くなく
ても、合意型民主制に近い民主制の作動がみ
られるという指摘を行い、著書⑤『農民と労
働者の民主主義』にまとめた。同書のなかで
は、事例としてチェコスロヴァキアにおける
議会内部の政党間関係、決定過程の叙述分析
も行った。 
 
②また、①を拡張し、戦後東西ヨーロッパを
俯瞰する、政党間関係と社会の変容について
の理論的考察を進めた。その結果、大衆組織
政党、国民政党、カルテル政党と主要政党の
性格が変異するに従い、民主制も質的変化を
遂げていることが示された。国民政党までは
有権者の代表としての機能を果たしていた
政党は、カルテル政党以降、代表機能を失い
つつある。この研究は、2014 年 6 月 29 日の
比較政治学会共通論題で報告し、論文集の序
章として刊行の予定である。 
 
(5) 政党間関係の変容についてのケース分
析 
 (3)に基づき、中欧の政党間関係と、議会
の在り方をその中で位置づける作業が実施
できた。 
 中欧のケース分析のために、チェコ、スロ
ヴァキア、旧東ドイツ地域について現地調査
を行い、文献探索、政党関係者へのインタヴ
ューを行った。 
 その成果として、チェコをケースとした論
文⑦「政党のリンケージ戦略と政党間競合パ
ターン―チェコ共和国を事例に」、論文⑨「オ
ルド自由主義の呪縛」、学会発表③⑤を発表
した。 
 
(6) 政党間関係の変容と政策過程について
の分析の成果 
 政策過程に関する考察である。政党政治と
ジェンダー政策過程を扱った二つの論文（雑
誌論文⑦「政党のリンケージ戦略と政党間競
合パターン」、雑誌論文⑥「EU のジェンダー
平等政策と国内ジェンダー・パラダイム」）
で、チェコの具体例について考察した。さら
に、近年の議会研究の動向についてサーベイ

し、「中東欧議会における法案制定過程」と
して、研究会にて報告した。 
 
(7) 半大統領制の下での大統領と議会の関
係 
 この点については、次の成果をえることが
できた。 
①理論的分析枠組みの構築 
 まず、図書④『国王カロル対大天使ミカエ
ル軍団－ルーマニアの政治宗教と政治暴力』
の中で、執行権と議会の関係について、歴史
的ケースを用いて理論的な分析を行った。 
 また、大統領の権限を 4種に分け、それぞ
れを点数化して示すことで、半大統領制分析
の画期的な分析枠組みを得た。 
 さらに、半大統領制という制度的要因に影
響について、ルーマニアのケースを用いて理
論的分析を行う研究を比較政治学会と、ロシ
ア・東欧学会（学会報告⑥）で報告し、さら
に雑誌論文③「「プレイヤーとしての大統領」
トライアン・バセスク－比較の視座から見た
ルーマニアの半大統領制－」を執筆した。 
 
②次に、ルーマニアを中心に、現地調査を行
い、文献探索、政党関係者へのインタヴュー
を行った。これらのルーマニアの質的研究か
ら得られた情報に、それを応用して、ルーマ
ニアの執行権、議会関係を分析する報告を、
比較政治学会及びロシア・東欧史学会で行い、
そこでのフィードバックを反映し、さらに論
文を執筆中である。 
 
 これら一連の成果に基づく結論として、中
欧諸国とブルガリアでも、ルーマニアでも、
民主制の方は、両者とも既存民主制のハイブ
リッドというより、恒常的に流動的であると
ころに本質がある新しい型を示している。 
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